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 このうち,∫εr∫一ブチル基に関しては,ギンコラィドBの核磁気,共鳴スペクトルの挙動,また
 マススペクトルのM+57についての二重収斂マススペクトルの測定結果からその存在を確認してい
 る。これらの部分構造はギンコライドBが極めて特異な新しい骨格を持つた苦味質であることを示し,
 また天然物から地r'一ブチル基を持つたテルペン系物質が裾られた最初の例であることを示してい
 る。
 これらは著者の綿密左考察によるものであって,これらの研究結果,むよび研究態度から寺原昭提
 出の論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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